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デ
ィ
ー
プ
に
伝
え
る
マ
レ
ー
シ
ア
文
化
通
信
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マレー凧Wau〈ワウ〉のように、
色鮮やかで誇り高いマレーシア
の伝統芸能、ごはん、映画に
焦点をあて、専門家がディープ
にご紹介するフリーペーパー

マレー凧Wau〈ワウ〉のように、
色鮮やかで誇り高いマレーシア
の伝統芸能、ごはん、映画に
焦点をあて、専門家がディープ
にご紹介するフリーペーパー
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Chef Adu Amran
アドゥ・アムラン　シェフ
ジョホール州出身
「The Canteen by Chef Adu」のオーナーシェフ。
TV出演、料理本の出版など多方面で活躍。
15年間イギリスで料理の腕を磨き、モダン・
マレー・アジアンという独創的な料理をあみだす。
夢は、読んだ人すべてが美味しく作ることのでき
る“究極のマレーシア料理本”を制作すること。
http://www.chefaduamran.com

ミー・バンドゥン（Mee Bandung）。魚介など
具だくさんの麺料理。スパイスのきいたグレー
ビーソースは、辛さひかえめ。ほんのり甘みも
あり、日本人の舌にもよく合う。

生き方を
皿の上に表現する

多くのイギリス人に愛され、多くのマレーシア人が
誇りに感じるアドゥ氏の料理。なぜこんなにも、
たくさんの人を魅了するのか。その答えは、
マルチカルチュラルなアドゥ氏の生き方にありました。

取材・文 Oto Furukawa
 （Malaysia Food Net）

写真提供 The Canteen 
 by Chef Adu

The Canteen by Chef Adu
住所： National Textile Museum, 
Jalan Sultan Hishamuddin, Kuala Lumpur. 
Daily, 9am-6pm

出身地のジョホール料理を中心に、伝統的な
マレーシア料理を提供。看板料理は、カレー味の
ソースを絡めた麺料理「ミー・バンドゥン」、生野菜
たっぷりの「ジョホール・ラクサ」、ココナッツミルク
ごはん「ナシレマ」。ジョホールで人気の燻製バナナ
チップと西洋のケーキをミックスさせた「燻製バナナ
ブラウニー」も提供。搾りたてのココナッツミルク
を使用するなど、食材にとことんこだわっている。
カフェスタイルで、価格はRM1.10～ RM28と
リーズナブル。

http://www.chefaduamran.com/p/the-can-
teen-by-chef-adu.html

た
と
え
ば
、
あ
る
日
の
夕
飯
は
マレ
ー
シ
ア
で
人
気
の

「
ア
ッ
サ
ム
ペ
ダ
ス（
酸
味
と
辛
味
の
あ
る
魚
ス
ー
プ
）」、

そ
の
翌
日
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
よ
く
食
べ
ら
れ
て
い
る

「
サ
ン
バ
ル
ゴ
レ
ン・
ジ
ャ
ワ（
豆
腐
や
テ
ン
ペ
な
ど
を
炒

め
た
も
の
）」。
民
族
を
超
え
て
、
国
を
超
え
て
、一
般

に
語
ら
れ
る
食
文
化
と
い
う
概
念
も
飛
び
越
え
て
。

い
ろ
ん
な
ジ
ャ
ン
ル
の
料
理
が
、ひ
と
つ
の
テ
ー
ブ
ル

の
上
で
食
事
を
組
み
立
て
る
こ
と
は
、
ア
ド
ゥ
氏
に

と
っ
て
は
ご
く
普
通
の
こ
と
な
の
で
す
。

料
理
と
い
う
名
の
芸
術
作
品

　
ア
ド
ゥ
氏
は「
料
理
は
ア
ー
ト
表
現
」と
語
り
ま
す
。

そ
れ
は
画
家
が
絵
を
描
く
よ
う
に
、
写
真
家
が
写
真

を
撮
る
よ
う
に
、
ア
ド
ゥ
氏
は
自
分
の
世
界
観
を

皿
の
上
で
表
現
す
る
の
で
す
。料
理
人
と
し
て
喜
び
を

感
じ
る
瞬
間
は
？
と
聞
く
と「
空
に
な
っ
た
皿
を
見
る

と
き
」と
。「
お
い
し
か
っ
た
。
心
地
よ
い
時
間
が
過
ご

せ
た
。思
い
出
に
刻
ま
れ
た
。そ
ん
な
ふ
う
に
、食
べ
て

く
れ
た
人
の
心
を
動
か
せ
た
こ
と
が
、
何
よ
り
も
う

れ
し
い
」と
付
け
足
し
ま
す
。

　「
僕
は
、じ
ぶ
ん
で
思
い
描
い
た
と
お
り
の
人
生
を

歩
ん
で
い
る
極
め
て
幸
運
な
人
物
」と
い
う
ア
ド
ゥ
氏
は
、

最
後
に
こ
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
く
れ
ま
し
た
。「
あ
な
た

の
心
を
動
か
し
て
い
る
も
の
は
何
か
？
あ
な
た
を
成

長
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
は
何
か
？
あ
な
た
を
変
え
て

く
れ
る
も
の
は
何
か
？
そ
れ
を
シ
ン
プ
ル
に
愛
す

こ
と
。
そ
れ
が
僕
の
モ
ッ
ト
ー
で
す
。」ど
う
生
き
る

べ
き
か
は
す
べ
て
自
分
が
知
っ
て
い
る
の
で
す
。

イ
ギ
リ
ス
か
ら
始
ま
っ
た

　
自
分
の
こ
と
を「
究
極
の
マ
レ
ー
シ
ア
人
」と
表
現
す
る

ア
ド
ゥ
氏
。マレ
ー
、
中
国
、イ
ン
ド
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
い
う
、

そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
文
化
圏
で
育
っ
た
祖
父
母
を
持
つ
、

マレ
ー
シ
ア
の
料
理
家
で
す
。

　
22
歳
で
料
理
の
道
を
志
し
、
料
理
学
校
で
学
ん
だ
あ
と

イ
ギ
リ
スへ
。そ
れ
か
ら
３
年
後
の
２
０
０
０
年
、ロ
ン
ド
ン

橋
の
近
く
に
開
店
し
た
レ
ス
ト
ラ
ン「
チ
ャ
ン
プ
ル・チ
ャ
ン
プ
ル

Cham
por-Cham

por

」の
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ・シ
ェ
フ
に
就
任
。

チ
ャ
ン
プ
ル・チ
ャ
ン
プ
ル
と
は
、マレ
ー
シ
ア
語
で
ミ
ッ
ク
ス
！

混
ぜ
混
ぜ
！
と
い
う
意
味
。
そ
の
名
の
と
お
り
、マレ
ー
シ
ア

の
料
理
に
、
西
洋
や
他
の
ア
ジ
ア
の
国
の
調
理
法
を
取
り

入
れ
た
新
し
い
ス
タ
イ
ル
で
提
供
。ス
パ
イ
ス
や
辛
味
の
効

い
た
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
味
は
、
多
く
の
イ
ギ
リ
ス
人
を
魅
了

し
ま
し
た
。

　
２
０
１
１
年
、マレ
ー
シ
ア
に
活
動
の
拠
点
を
移
し
、テ
レ
ビ

番
組
の
出
演
や
料
理
本
の
出
版
な
ど
仕
事
の
幅
を
広
げ
ま
す
。

な
か
で
も
、
料
理
番
組「
マ
ス
タ
ー
ズ
シ
ェ
フ・マ
レ
ー
シ
ア
」

の
審
査
員
出
演
に
よ
り
マ
レ
ー
シ
ア
を
代
表
す
る
セ
レ
ブ

シ
ェ
フへ
。
２
０
１
６
年
４
月
に
は
、オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ

と
し
て「
キ
ャ
ン
テ
ィ
ー
ン 

b
y
シ
ェ
フ
ア
ド
ゥ
」を

ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
に
開
店
。イ
ギ
リ
ス
人
に
愛
さ
れ

た
ア
ド
ゥ
氏
の
料
理
が
、
母
国
マレ
ー
シ
ア
で
も
味
わ

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

定
義
に
し
ば
ら
れ
な
い

　
ア
ド
ゥ
氏
の
料
理
の
魅
力
。そ
れ
は
、ジ
ャ
ン
ル
や
固

定
観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
自
由
な
発
想
に
あ
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、日
本
の
だ
し
を「
繊
細
で
奥
深
い
味
わ
い
が
、

料
理
を
エ
レ
ガ
ン
ト
に
仕
上
げ
て
く
れ
る
」と
考
え
、

あ
ら
ゆ
る
ノ
ン
ベ
ジ
タ
リ
ア
ン
料
理
の
隠
し
味
と
し
て

使
用
。ま
た
、醤
油
の
か
わ
り
に
日
本
の
味
噌
を
使
い
、

味
に
深
み
出
す
こ
と
も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
こ
の
発
想
の
原
点
は
、ア
ド
ゥ
氏
の
子
ど
も
時
代

の
食
卓
に
あ
り
ま
し
た
。「
わ
が
家
の
食
卓
に
は
、
普

段
か
ら
イ
ン
ド
料
理
、
中
国
料
理
、マ
レ
ー
料
理
、

ジ
ャ
ワ
料
理
と
い
っ
た
様
々
な
料
理
が
並
ん
で
い
た
。

中
国
系
の
祖
母
は
、
ジ
ャ
ワ
民
族
の
養
父
母
に
育
て

ら
れ
て
い
て
、
ジ
ャ
ワ
料
理
も
得
意
だ
っ
た
ん
だ
」。



パンクロック・スゥラップ

⑥ 自然の仲間を愛でる(Merai Sahabat Alam, 2014) 
⑦ 人間に対する動物の愛（Kasih Binatang pada Manusia, 2015）
両作品ともサバ州セピロックのオランウータン保護施設で開催された
Festival of Wildlifeの際に作成されたものです。

　
活
動
を
紹
介
し
て
く
れ
た
の
は
、
グ
ル
ー
プ
の

中
心
人
物
リ
ゾ・レ
オ
ン（Rizo Leong

）氏（
写
真
①
）。

彼
ら
の
版
画
作
品
の
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
に
私
は

釘
付
け
に
な
り
、一つ一つ
の
作
品
と
じ
ー
っ
と
向
き
合

い
ま
し
た
。

　
サ
バ
州
の
民
族
の
衣
装
と
ビ
ー
ズ
細
工
を
身
に
ま

と
っ
た
女
性
の
上（
写
真
②
）に
は「
戦
争
で
は
な
く

ビ
ー
ズ
細
工
を
作
ろ
う
」と
い
う
言
葉
。
山
を
背
景
に

水
牛
に
乗
っ
た
村
人
た
ち（
写
真
③
）、
多
民
族
国
家
で

あ
る
マレ
ー
シ
ア
を
表
す
よ
う
な
絵（
写
真
④
）に
は「
違

い
を
尊
重
し
よ
う
」の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。そ
し
て
、
彼
ら
の

活
動
の
根
幹
と
な
っ
て
い
る「DIY
精
神
」を
表
す「
買

わ
ず
に
自
分
た
ち
で
作
ろ
う
！
」と
い
う
作
品（
写
真
⑤
）

で
は
ミ
シ
ン
や
工
具
が
モ
チ
ー
フ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
で
も
一
際
目
を
引
い
た
の
が
、
約
1.2
m
×
2.4
m

の
大
型
の
二
作
品
。一
枚
目
は
熱
帯
雨
林
で「
最
後
の

苗
木
」を
愛
で
る
様
々
な
動
物
た
ち（
写
真
⑥
）。二
枚

目
は
人
間
に
よ
っ
て
伐
採
さ
れ
た
ジ
ャ
ン
グ
ル
に
い
る

一
人
の
人
間
に
葉
っ
ぱ
を
掲
げ
動
物
た
ち
が
守
ろ
う

と
し
て
い
る「
人
間
に
対
す
る
動
物
の
愛
」と
い
う
作

品（
写
真
⑦
）。ま
ず
そ
の
動
物
た
ち
の
細
や
か
な
描
写

に
驚
き
、
そ
し
て
人
間
が
森
林
伐
採
を
続
け
る

ジ
ャ
ン
グ
ル
か
ら
世
界
に
向
け
て
発
信
さ
れ
る
強
い

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
立
ち
す
く
み
ま
し
た
。

 

グ
ル
ー
プ
の
設
立

　
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
音
楽
イ
ベン
ト
で
出
会
っ
た
仲
間
た
ち

が
、２
０
１
０
年
頃
か
ら
地
域
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
ス
タ
ー
ト
し
た
の
が
、活
動
の
始
ま
り
。リ
ゾ
を
は

じ
め
中
心
人
物
８
人
は
サ
バ
州
内
陸
の
町
、ラ
ナ
ウ
に

在
住
。コ
タ
キ
ナ
バ
ル
や
サ
ン
ダ
カ
ン
に
も
仲
間
が
い
て

総
勢
20
名
ほ
ど
で
す
。タ
ト
ゥ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
作
家
、メ
イ
ク
ア
ッ
プ
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

大
工
、ビ
ー
ズ
細
工
作
家
な
ど
、様
々
な
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
を
持
つ
彼
ら
の
中
で
ア
ー
ト
の
勉
強
を
し
た
の

は一人
だ
け
で
、リ
ゾ
自
身
、エ
ン
ジ
ニ
ア
か
ら
転
向
し

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
す
。「
小
さ
な
村
の
村
人
た
ち
の
声

は
な
か
な
か
世
界
に
届
か
な
い。で
も
、ア
ー
ト
を
通

し
て
ビ
ジュ
ア
ル
に
訴
え
る
こ
と
で
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
広
げ

た
い
」と
い
う
彼
ら
の
熱
い
思
い
が
伝
わ
り
、今
、マレ
ー

シ
ア
国
内
で
彼
ら
の
作
品
は
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

木
版
画
と
い
う
ツ
ー
ル

　
木
版
画
は
サ
バ
州
の
伝
統
文
化
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、最
近
東
南
ア
ジ
ア
の
ア
ー
ト
活
動
家
た
ち
の
表
現

の
手
段
と
し
て
、木
版
画
を
使
う
動
き
が
あ
る
よ
う
で

す
。パ
ン
ク
ロ
ッ
ク・ス
ゥ
ラ
ッ
プ
は
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア

で
活
動
を
し
て
い
る
パ
ン
ク
音
楽
グ
ル
ー
プ「
タ
リ
ン・

パ
ディ(Taring Padi)

」な
ど
か
ら
影
響
を
受
け
、
彼

ら
か
ら
版
画
の
技
術
を
学
び
つ
つ
、
独
自
の
ス
タ
イ
ル

を
築
い
て
き
た
と
い
い
ま
す
。

 

創
造
力
豊
か
な
若
者
た
ち
を
育
て
た
い

　
学
校
、
孤
児
院
、
少
年
院
、
大
学
な
ど
で
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
も
開
催
。
次
世
代
を
担
う
若
者
た
ち
の
心

を
開
き
、イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
、ア
ク
テ
ィ
ブ

で
創
造
力
豊
か
な
若
者
を
育
て
る
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
教
育
の
一
環
と
し
て
T
シ
ャ
ツ
や
、
版
画
の

作
成
を一緒
に
手
掛
け
て
い
ま
す（
写
真
⑧
）。

　
プ
ナ
ン
パ
ン
地
方
の
ダ
ム
建
設
反
対
の
村
人
た
ち

と
版
画
で
バ
ナ
ー
を
作
っ
て
、
村
人
の
声
を
外
の
世

界
に
伝
え
る
運
動
に
も
参
加
。
版
画
を
通
し
て
、
村

人
た
ち
の
活
動
を
活
性
化
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、み
ん
な
で
足
踏
み
し
な
が

ら
版
画
を
刷
り
ま
す
。
傍
ら
で
メ
ン
バ
ー
が
音
楽
を

演
奏
し
、み
ん
な
で
楽
し
み
な
が
ら
作
業
を
し
ま
す
。

そ
こ
で
歌
う
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
歌
の
歌
詞
も
社
会
の

様
々
な
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

「
音
楽
を
演
奏
す
る
こ
と
で
み
ん
な
を
一つ
に
ま
と
め

る
。
上
も
下
も
な
い
」と
い
う
リ
ゾ
も
、
音
楽
が
大
好

き
、ギ
タ
ー
を
弾
い
た
り
、歌
っ
た
り
、や
っ
ぱ
り
ロッ
ク

な
人
な
の
で
す
。

　
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク・ス
ゥ
ラ
ッ
プ
は
木
版
画
と
い
う
ツ
ー
ル

を
使
っ
て
い
ま
す
が
、メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
る
こ
と
が

大
事
な
の
で
あ
っ
て
、そ
の
ツ
ー
ル
に
縛
ら
れ
過
ぎ
な

い
こ
と
も
大
事
だ
と
い
い
ま
す
。
ま
た
、「
お
金
よ
り

も
知
識
が
大
事
。
知
識
は
無
償
で
若
者
に
与
え
る
」

と
い
う
理
念
で
、
彼
ら
の
活
動
資
金
源
は
T
シ
ャ
ツ

や
手
作
り
本
の
販
売
か
ら
得
ら
れ
る
限
ら
れ
た
収
入

で
す
。「
贅
沢
を
せ
ず
、
足
る
を
知
る
」と
言
わ
れ
て
、

私
も
日
常
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

※

２
０
１
６
年
２
月
、成
蹊
大
学
ア
ジ
ア
太
平
洋
研
究
セ
ン
タ
ー

に
て
開
催
さ
れ
た
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク・ス
ゥ
ラ
ッ
プ
の
木
版
画
展
示
会

の
た
め
来
日
し
た
リ
ゾ・レ
オ
ン
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

⑧ワークショップの様子

ボルネオ島の雄大なキナバル山の麓で暮らす先住民の美術集団
「パンクロック・スゥラップ」。木版画作品を通して様々なメッセージ
を発信しています。彼らが守りたい村の伝統文化、熱帯雨林という
生活環境。ユーモアも込められた作品の力強さに驚きます。

黒と白の世界に込められたメッセージ。
キナバル山の麓から     

木版画アートコレクティブ

取材・文・写真(人物・作品)

写 真 提 供

Aki Uehara
(Mutiara Arts Production)

Pangrok Sulap
芸能

Pangrok Sulap

① リゾ・レオン氏

②③④⑤



取材・文 Rie Takatsuka（株式会社ODD PICTURES）
写真提供 国際交流基金アジアセンター、東京国際映画祭

第29回東京国際映画祭上映『アジア三面鏡』

行定勲監督作品「鳩 Pigeon」

Yukisada Isao
行定 勲
1968 年、熊本県出身。『ひまわり』(2000) で第 5 回釡山国際映画祭国際
批評家連盟賞を受賞。『GO』(2001) では第 25 回日本アカデミー賞
最優秀監督賞を始め、数々の映画賞を受賞。『世界の中心で、愛をさけぶ』
(2004)は観客動員620万人、興行収入85億円の大ヒットを記録。以降、
『北の零年』（2005）、『パレード』（2010、第 60 回ベルリン国際映画祭
パノラマ部門・国際批評家連盟賞受賞）。釡山国際映画祭のプロジェクト
で製作されたオムニバス映画『カメリア』（2011）の中の一作
『kamome』を監督。公開待機作は、日活ロマンポルノ『ジムノペディに
乱れる』（今秋公開）と『ナラタージュ』（来秋公開予定）など。

「鳩 Pigeon」あらすじ
認知症気味の老人、道三郎は、息子の用意したメイド付きのマレー
シアの屋敷に家族と離れて暮らしている。道三郎はメイドの若い
マレーシア人女性ヤスミンにも心を閉ざしているが、少しずつ二人
は心を通わせていく。主演の老人役に津川雅彦さん。マレーシア人
メイド役は故ヤスミン・アフマド監督作品のオーキッド役で著名な、
シャリファ・アマニさん。老人の息子役として永瀬正敏さんが出演します。

『アジア三面鏡』
国際交流基金アジアセンター×東京国際映画祭co-produceアジア・オムニバス
映画製作シリーズ。「アジアで共に生きる（Live together in Asia）を共通の
テーマに、ブリランテ・メンドーサ（フィリピン）、行定勲（日本）、ソト・クォーリー
カー（カンボジア）の三カ国の監督によるオムニバス。第29回東京国際映画祭
にてワールドプレミア上映した後、世界各国の主要映画祭での上映を目指す。
東京国際映画祭は2016年10月25日(火)～11月3日(木・祝)開催。「アジア
三面鏡」の上映スケジュールは東京国際映画祭のウェブサイトなどで発表。

2016年の東京国際映画祭で上映される、国際交流基金
アジアセンター×東京国際映画祭の共同製作映画『アジア
三面鏡』。日本とアジアの国の人々の交流テーマにした３つ
の短編からなるオムニバス映画で、３作品のうちの一つが、
マレーシアを舞台にした行定勲監督の「鳩 Pigeon」です。
マレーシアでの撮影について、行定監督にお話を伺いました。

ペ
ナ
ン
を
舞
台
に

マ
レ
ー
シ
ア
ン
ク
ル
ー
で
撮
影

　
行
定
勲
監
督
と
い
え
ば
、「
世
界
の
中
心
で
、

愛
を
さ
け
ぶ
」
他
で
、
日
本
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
も
受

賞
さ
れ
て
い
る
日
本
を
代
表
す
る
映
画
監
督
で
す

が
、「
鳩 Pigeon

」
は
、
マレ
ー
シ
ア
の
イ
ン
ディ
ー
ズ

映
画
の
ク
ル
ー
と
と
も
に
ペ
ナ
ン
で
撮
影
さ
れ
ま
し

た
。
マレ
ー
シ
ア
を
舞
台
に
選
ん
だ
の
は
ど
う
いっ
た

経
緯
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

 

　「
ア
ジ
ア
三
面
鏡
の
話
が
来
た
と
き
に
思
い
出
し

た
の
が
、
祖
父
の
兄
弟
た
ち
が
、
マレ
ー
シ
ア
戦
線

で
戻
っ
て
こ
な
か
っ
た
と
い
う
出
来
事
で
し
た
。
祖

父
は
、一
度
マレ
ー
シ
ア
に
行
っ
て
み
た
い
と
ず
っ
と

言
っ
て
い
た
け
ど
叶
わ
ず
他
界
。
津
川
雅
彦
さ
ん
演

じ
る
主
人
公
の
老
人
に
は
、
そ
ん
な
祖
父
を
重
ね

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
最
近
マレ
ー
シ
ア
を
リ
タ
イ

ア
後
の
癒
し
の
地
と
し
て
選
ぶ
人
も
多
い
と
聞
き
ま

し
た
。
そ
ん
な
文
化
的
背
景
を
元
に
老
人
が
主
人

公
の
マレ
ー
シ
ア
が
舞
台
の
作
品
に
し
た
ん
で
す
。」

シ
ャ
リ
フ
ァ
・
ア
マ
ニ
と
の
出
会
い

　「
鳩 Pigeon

」
に
は
、
W
A
U
創
刊
号
で
も
ご

紹
介
し
た
マレ
ー
シ
ア
女
優
、
シ
ャ
リ
フ
ァ
・
ア
マニ

さ
ん
が
参
加
し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
に
開
催

さ
れ
た
「
マレ
ー
シ
ア
映
画
ウ
ィ
ー
ク
」
の
際
に
来

日
し
、
そ
の
聡
明
か
つ
キ
ュ
ー
ト
な
笑
顔
に
多
く
の

フ
ァ
ン
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。
行
定
監
督
と
の
出

会
い
は
ど
ん
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　
ヤ
ス
ミ
ン
監
督
の
『
細
い
目
』
の
少
女
オ
ー
キ
ッ
ド

の
イ
メ
ー
ジ
を
メ
イ
ド
役
に
考
え
て
い
た
け
れ
ど
、

実
際
の
彼
女
に
会
っ
た
ら
、
当
然
、
大
人
に
な
っ

て
い
て
。
で
も
、
彼
女
か
ら
発
せ
ら
れ
る
特
別
な

女
優
が
持
っ
て
い
る
オ
ー
ラ
と
、
イ
ン
ディ
ペン
デ
ン

ト
で
国
際
的
な
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
感
覚
を
持
っ
て

い
る
人
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
こ
ち
ら
が

年
齢
の
設
定
を
変
え
て
参
加
し
て
も
ら
っ
た
ん
で

す
。
メ
イ
ド
の
名
前
は
、
当
初
、
役
の
イ
メ
ー
ジ
で

オ
ー
キ
ッ
ド
だ
っ
た
の
で
す
が
、
彼
女
は
、
オ
ー
キ
ッ
ド

は
ヤ
ス
ミ
ン
の
作
品
で
生
き
て
い
る
か
ら
と
、
別
の

名
前
を
提
案
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
名
前
は

「
ヤ
ス
ミ
ン
」。
彼
女
の
口
か
ら
そ
う
発
せ
ら
れ
た

と
き
は
感
動
し
ま
し
た
。

「
鳩 P

ig
eon

」は
裏
切
ら
な
い

　
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る『
鳩 Pigeon

』で
す
が
、

今
回
、津
川
さ
ん
演
じ
る
頑
固
な
老
人
、道
三
郎
が
、

マレ
ー
シ
ア
の
屋
敷
で
鳩
を
飼
う
の
で
す
ね
。

　「
僕
は
子
供
の
頃
、
レ
ー
ス
鳩
を
飼
っ
て
い
た
こ

と
が
あ
る
ん
で
す
。
よ
く
訓
練
さ
れ
た
鳩
は
、
裏

切
ら
な
い
。信
じ
て
い
れ
ば
鳩
は
絶
対
戻
っ
て
来
る
。

道
三
郎
は
、日
本
の
家
族
と
離
れ
て
心
を
閉
ざ
し
、

鳩
し
か
信
じ
ら
れ
な
い
。
鳩
は
、
平
和
の
シ
ン
ボ

ル
で
も
あ
る
し
、
日
本
的
で
も
あ
る
。
信
じ
る
拠

り
所
の
表
現
と
し
て
登
場
さ
せ
ま
し
た
。

マ
レ
ー
シ
ア
と
日
本
と
の
共
同
制
作

　『
ア
ジ
ア
三
面
鏡
』
は
、「
ア
ジ
ア
で
共
に
生
き
る

（Live together in Asia

）」
を
テ
ー
マ
に
日
本
を

含
む
ア
ジ
ア
の
監
督
３
名
が
描
く
、
共
同
製
作

プ
ロ
ジェ
ク
ト
。
今
回
、
日
本
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
、
フィ

リ
ピ
ン
、
そ
し
て
マレ
ー
シ
ア
の
四
カ
国
で
撮
影
を

行
っ
た
オ
ム
ニ
バ
ス
映
画
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
異
国
間
の
共
同
製
作
で
す
か
ら
、
想
定
外
の

こ
と
も
多
か
っ
た
で
す
よ
。
鳩
は
う
ま
く
飛
ば

な
い
し
（
笑
）。
で
も
、
計
画
通
り
、
き
っ
ち
り

や
り
た
い
な
ら
日
本
で
撮
れ
ば
い
い
ん
で
す
。
東

南
ア
ジ
ア
に
慣
れ
て
な
い
津
川
さ
ん
に
頑
張
っ
て

も
ら
い
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
不
十
分
な
撮
影

ク
ル
ー
と
の
間
で
、一
種
賭
け
で
も
あ
り
ま
し
た
。

長
編
１
本
撮
れ
る
く
ら
い
の
プ
ロ
セ
ス
が
あ
り
ま

し
た
。

　
ア
マニ
さ
ん
は
、
津
川
さ
ん
、
永
瀬
さ
ん
の
演

技
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
津
川
さ
ん
は
、

役
作
り
で
、
カ
メ
ラ
が
回
っ
て
い
な
い
時
で
も

ア
マニ
さ
ん
に
、
役
柄
と
同
じ
冷
た
い
ア
プ
ロ
ー
チ

を
し
て
い
た
た
め
、
彼
女
も
途
中
で
心
が
折
れ

そ
う
に
な
っ
て
い
た
事
も
あ
り
ま
し
た
が
、
撮
影

後
半
は
、
津
川
さ
ん
も
ホ
ッ
と
し
た
の
か
二
人
と

も
仲
良
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
永
瀬
さ
ん

に
対
し
て
は
、
彼
が
醸
し
出
し
て
い
る
演
技
だ
け

で
は
な
い
人
間
性
の
よ
う
な
も
の
が
む
き
出
し
に

な
っ
て
い
る
部
分
や
、
演
技
の一つ一つ
に
、
す
ご
い

俳
優
さ
ん
だ
と
感
銘
を
受
け
て
い
ま
し
た
。
ヤ
ス

ミ
ン
監
督
作
品
の
オ
ー
キ
ッ
ド
と
、
日
本
を
代
表

す
る
俳
優
が
同
じ
フ
レ
ー
ム
の
中
に
い
る
。
映
画

の
歴
史
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
さ
さ
や
か
で
す
が

両
者
が
交
わ
っ
た
こ
れ
こ
そ
が
歴
史
的
瞬
間
、

こ
う
い
う
こ
と
が
あ
る
か
ら
映
画
は
面
白
い

ん
で
す
。
こ
の『
ア
ジ
ア
三
面
鏡
』と
い
う
プ
ロ
ジェ

ク
ト
が
な
か
っ
た
ら
実
現
し
な
か
っ
た
シ
ョ
ッ
ト
だ

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
、
異
国
で
映
画
を
撮
る
と

い
う
こ
と
、『
ア
ジ
ア
三
面
鏡
』
の
目
指
し
て
い

る
意
義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

　
ヤ
ス
ミ
ン
映
画
フ
ァ
ン
に
は
お
な
じ
み
の
シ
ャ
リ

フ
ァ
・
ア
マニ
さ
ん
。
ヤ
ス
ミ
ン
監
督
が
亡
く
な
る

直
前
に
彼
女
が
ヒ
ロ
イ
ン
の
日
本
を
舞
台
に
し
た

映
画
を
計
画
中
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
彼
女
の
中

で
日
本
と
の
共
同
製
作
に
は
特
別
な
思
い
が
あ
る

に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。『
ア
ジ
ア
三
面
鏡
』
は
、

第
29
回
東
京
国
際
映
画
祭
で
上
映
さ
れ
ま
す
。

（
日
程
、上
映
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
後
日w

eb

で
発
表
）

ヤスミン映画ファン必見。
行定勲監督作品に
シャリファ・アマニ登場！



Hati Malaysia監修レシピ動画 YouTubeで公開中！

アヤムを使って本格アジアン料理アヤムを使って本格アジアン料理 南国ごはんナシレマ、
ニョニャチキンカレー、

ココナッツデザートなどが
お家でカンタンに作れます！

南国ごはんナシレマ、
ニョニャチキンカレー、

ココナッツデザートなどが
お家でカンタンに作れます！

レシピ動画を見て作ろう！レシピ動画を見て作ろう！

ス
キ
ャ
ン

日本と縁が深いマレーシア華人一家を、兄弟ふたりがタックを
組んでマンガで綴る連載「陳家物語」。第3回は、これまで日本
からマレーシアに持ち帰ったお土産の数々をご紹介します。

　来日20年の長い歴史のなかで大ヒットしたお土産は̶̶長距離
運転するパパに超辛口ミントガム「BLACK★BLACK」／掃除大好
きママに掃除用スポンジ「激落ちくん」／靴下コレクション中の妹に
5本指ソックス／ジャンクフード大好き弟にインスタントラーメン／近
所のおばさんに軽量折りたたみ傘／親戚に老若男女問わず配る
ことができるお煎餅の数々̶̶いずれも近年では地元に進出した
AEONモールで手に入るようになったそうですが(笑)。

　僕のパパは陶磁器の大手メーカーに勤めていて、1977年に日本
に３ヶ月間海外研修として派遣されました。そのときに世話してくれた
派遣先の方々の優しさが陳家の親日のルーツだと思われます。パパ
が電気ホットプレートで鉄板料理を振る舞いながら当時の思い出話を
するのが、陳家のいつもの食事風景。日本に留学して「パパのあれ
は日本料理ちゃうやん！」と気づきましたが、パパ流のほうがおいし
かったかもしれません。いちおう、お土産にお好み焼き粉など本場の
素材を買って帰るようにしますが。

　空港での送り迎えが趣味
のパパ。空港まで片道4時間
の長距離運転をねぎらおう
と思って選んだ眠気覚ましの
ガムのほかに、鼻毛カッター
も喜ばれました。あんまりにも
ウケたので、昔ながらの手動
のものから高価なハイテク電
動カッターまでいろいろ買い
揃えてプレゼント。私のせめて
の親孝行でした。

たんけ ものがたり

　20年のお土産購入の歴史の中で、失敗したお土産といえば、牡丹
など着物の花柄を取り入れた粋な「和風」シャツです。地元の中国系
お婆ちゃんたちの普段着に酷似したそのシャツをらった弟が困惑した
顔を思い出すたびに反省します… これはもう、私の「日本人化」なの
でしょうか。

陳家物語
お土産編

マンガ　Windz Tan　文・構成　TANJC

T H E  M A N G A

ア
ド
ゥ
シ
ェ
フ
と
初
め
て
会
っ
た
の
は
、

ク
ア
ラ
ルン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
た
日
本
食

P
R
の
イベン
ト
。い
ち
ば
ん
前
の
席
に
座
り
、

職
人
の
デ
モ
を
熱
心
に
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。ア
ド
ゥ
シェ
フ
は
、日
本
食
で
も
西
洋

料
理
で
も
、ピ
ン
と
く
る
も
の
が
あ
れ
ば

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
、じ
ぶ
ん
の
中
の
世
界

を
広
げ
て
いっ
て
い
ま
す
。あ
え
て
言
葉
に

す
る
な
ら
、ア
ド
ゥ・ア
ム
ラ
ン
と
い
う
ひ

と
り
の
人
間
が
、地
球
で
料
理
を
す
る
と

い
う
感
覚
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ライター。首都クアラルンプールに４年滞在した経験を活かし、
「All About」や「CREA」ウェブサイトにてマレーシアの記事を執筆。
また「マレーシアごはんの会」にてイベントや料理教室を主催。
古川音 HP　http://www.otofurukawa.com
マレーシアごはんの会 HP　http://www.malaysiafoodnet.com

日
本
で
は
、
比
較
的
馴
染
み
の
深
い

木
版
画
で
す
が
、
そ
れ
を
ツ
ー
ル
に

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
表
現
活
動
を

行
っ
て
い
る
グ
ル
ー
プ
が
マレ
ー
シ
ア
に

い
る
こ
と
に
少
し
驚
き
ま
し
た
。
展
示

会
の
た
め
に
来
日
し
た
リ
ゾ
さ
ん
は
、

東
京
や
沖
縄
・
辺
野
古
に
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
も
参
加
し
日
本
の
版
画

コ
レ
ク
テ
ィ
ブ
と
の
交
流
を
図
っ
て
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
映
画
、
ア
ー
ト
、

食
な
ど
様
々
な
分
野
で
日
馬
の
関
係

が
深
ま
っ
て
い
く
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

ムティアラ・アーツ・プロダクション代表。AFS生として一年間マレーシア
の高校に留学。Universiti Sains Malaysiaの大学院にてマレーシア
の伝統芸能の研究を行い、修士号取得。国際文化会館勤務を経て、
現職。東南アジア芸能コーディネート、イベント企画・制作、記事執筆、
マレー語通訳・翻訳。　http://mutiara-arts-production.com

マレ
ー
シ
ア
の
女
優
、
シ
ャ
リ
フ
ァ
・
ア

マ
ニ
さ
ん
。
私
の
初
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
作
、

「
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
の
夜
明
け
」（
細

井
尊
人
監
督
作
品
）
に
、
ヒ
ロ
イ
ン
と

し
て
出
演
し
て
も
ら
っ
こ
と
か
ら
、
私

と
マレ
ー
シ
ア
と
の
つ
な
が
り
が
始
ま

り
、
そ
し
て
W
A
U
が
生
ま
れ
た
と

言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今

秋
、
東
京
の
ス
ク
リ
ー
ン
で
再
び
彼
女

に
会
え
る
こ
と
を
、
今
か
ら
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。

映像プロダクション、株式会社オッドピクチャーズ代表。インディペン
デント映画プロデューサー。日本国内にて映像によるプロモーションの
企画、撮影。マレーシアの映像制作プロダクション（ODD PICTURES 
MALAYSIA）と連携した映像・映画製作など。
HP　http://odd-pictures.asia

古川 音
Oto Furukawa

上原 亜季
Aki Uehara

高塚 利恵
Rie Takatsuka

http://mutiara-arts-production.com
文化交流事業の企画制作、通訳・翻訳業

ムティアラ・
アーツ・
プロダクション

http://mrcj.jp
マレーシア、ボルネオ地域専門旅行会社

マレーシア
リゾートクラブ

（株）エムアールシージャパン／東京都知事登録旅行業3-5248号

映画
ごはん

芸能

http://odd-pictures.asia
国内外映像映画制作・マレーシアロケ

オッド
ピクチャーズ
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http://www.malaysiafoodnet.com
日本でマレーシアごはんを楽しむ会

マレーシア
ごはんの会

Windz Tan
陳維哲

漫画家。８８年生まれ。０９年来日。
文星芸術大学マンガ専攻にてち
ばてつや氏(代表作『あしたのジョー』)
のもとで学んだのち、ビストロの
調理補助として修業・料理研究。
料理漫画以外もファンタジーから
戦争、ギャグ、少女マンガまで。

TANJC
陳維錚

デザイナー、メディアアート作家、
大学講師。１２才離れた実兄だが、
Windzと瓜二つ。９６年来日。東
京→山形→京都。舞台撮影から、
映画VFX、グラフィックデザイン、
WEBまでマルチにこなす。
WAUは創刊からデザイン担当。

コンビニで爆買い。ときには日本人彼女も連れて帰国する

家族に喜ばれた商品

家族団欒する陳家の原風景に鉄板あり

バックミラーで鼻毛カットするパパと、助手席で爆睡するママ


